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論文の内容の要旨
　本論文は，統計学の「ノンパラメトリック密度推定」および「不完全データを持つ統計解析」の二つの分野に
おける，統計的推定に関する3つの主題について総合的に研究したものである。論文前半では，ノンパラメトリッ
ク密度推定における推定値と真の分布の乖離測度について理論解析を行ない，誤差の2乗和，He11inge夏距離，
Kωback↓eibler損失などの基準のうち，後者2つの測度が適当な条件下で漸近的に等価であることを証明すると
ともに，シミュレーションによりその妥当性を検証している。論文後半では，不完全データの解析手法について
2つの分析を行っている。最初に，一般化線型モデルの枠組の中で欠損メカニズムを分析し，それを取り入れた
回帰モデルに基く新しい統計手法を提案した。次に，パラメータの推定不可能性について分析し，推定不可能性
を決定するための実用的にフレームワークを与えた。
本論文は5章からなっている。
　第ユ章では，統計的推定に関する従来の研究成果のサーベイを行い，本論文の学術的な背景と研究目的を述べ
ている。
　第2章では，本論文前半の主題であるノンパラメトリック密度推定における推定値と真の分布の乖離測度につ
いて理論解析を行っている。推定に要求される最適ウインドウ幅を決定する際の基準としての，誤差の2乗和，
He11inger距離，Ku11backLeib1er損失を解析して，緩い条件下ではHe11inger距離とKu11backLeib1er損失が漸近的に
等価であることを証明した。また，シミュレーションによりその妥当性を検証するとともに，得られた結果が密
度推定に持つ意味合いや，適合度検定との関連性についても考察している。さらに，Kd1bacにLeib1er損失が一般
的な誤差の2乗和よりも統計的に望ましいと結論している。第3章では，本論文後半の最初の主題として，不完
全データの欠損メカニズムが「無視できない非応答」の場合について，先行研究事例の時事世論調査データから，
日本の有権者の正当支持要因分析に基いた解析を行っている。その結果，無視できない非応答が存在する場合に，
一般化線型モデルの枠組の申で欠損メカニズムを明らかにした上で，回帰モデルに基づいてそれを明示的に取り
込む新しい統計的手法を提案した。
一126一
　第4章では，本論文後半の最後の主題として，これまで充分な議論がなされてこなかったパラメータの推定不
可能性について分析している。特に，Ibrahim等（1999）が提案したモデルが持つ推定不可能性について数値実験
と解析を行ない，亙brahimの主張とは異なり推定不可能なケースが多いという結論を得た。さらに，推定不可能性
を決定するための実用的な技術的枠組を与えている。
　第5章では，本論文の総合的な結論と，今後の研究課題についてまとめている。
審査の結果の要旨
　統計的推定については，李氏は従来の研究成果を充分に踏まえ，解析手法を良く理解した上で，ノンパラメト
リック密度推定および不完全データを持つ統計解析の二つの分野に総合的に応用して興味深い結果を得ている。特
に，第2章では，Hel1inger距離とKunback↓eib1er損失が漸近的に等価であることを理論的に明らかにしたことが
評価される。また，第3章と第4章では，不完全データを持つ統計解析に必要な技術的枠組みが示されており，李
氏の統計学分野の独立した研究者としての能力を充分に窺わせるものである。本論部の第2章と第3章の内容に
基いて，統計学の分野における審査付き専門誌に2本の論文が掲載されており，学位請求論文の要件をを満足し
ている。
　よって，著者は博士（社会経済）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一127一
